
 

 １）いわき産米オリジナル日本酒【絆】醸造協力 

 
平成 23 年度から、いわき市における農産物の風評

被害対策と復興を目的に、いわき市観光交流課が中心

となり、地元の酒造会社である太平桜酒造の協力のも

と、いわき産米を使ったオリジナル純米酒「絆（きず

な）」の醸造を行ってきた。平成 24 年度には大吟醸

「絆」といわき明星大学農業愛好会「Greening Green」
がデザインしたラベルの純米酒「絆」が加わった。ま

た、今年度第三弾「絆」の製造も決定し、昨年同様、

「Greening Green」は、田植えと稲刈りを担当し、

環境放射線測定室は、田んぼ土壌、流入水と酒米玄

米の放射能検査、さらに醸造後の清酒の放射能検査

を担当することとなった。 
田植えは平成 25 年 6 月 9 日（土）、稲刈りは平成 25 年 10 月 6 日（日）に、いわき市観光交

流課、いわき明星大学農業愛好会「GreeningGreen」と地元農家の方々により、いわき市川部町

の圃場で行った。現在、醸造が進められており、平成 26 年 2 月末頃に純米酒「絆」が、平成 26
年 3 月末頃に吟醸酒「絆」の販売が開始される予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いわきの食でないと 2013」における 

純米酒「絆」発表のようす 

純米酒「絆」 

（右：農業愛好会デザインラベル） 

「絆」米 田植え風景 



 

 ２）農業を通じて被災地を考える交流会 

 
NPO 法人 Power of Japan Under24による、「農業を通じ

て被災地のこれからを考えて行く交流会」が、平成 25年

11月 30日（土）に行われた。この企画は、全国より２４

歳以下のボランティアを集め、被災地の若者と農作業を通

した交流を深めることを目的としている。被災地の若者と

して、いわき明星大学農業愛好会「Greening Green」のメ

ンバーが参加することになった。この交流会には、全国よ

り 20名弱の若者が参加し、いわき市内の綿花畑で綿花の収

穫体験を行った。お昼に交流会として、いわき市内で収穫

された作物を用いたバーベキューを行った。この企画に対

し、放射線測定室では、綿花畑等の空間線量率測定を担当

し、最後にいわき市内で収穫された作物についての安全性

を放射能移行係数に関する測定結果を交えお話をさせてい

ただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

綿花収穫体験のようす 

いわき市大久町綿花畑の綿花 

交流会のようす 



 

 ３）ドングリの放射能検査による「緑のバトン運動」協力 

 
福島県いわき建設事務所からの依頼により、ドングリの放射能検査を行った。検査を行ったド

ングリは、いわき市内の小浜町や平薄磯地域で集められたコナラ・スダジイ・カシの 3種類であ

った。総量 7㎏のドングリを複数回に分けて全量検査を実施した。 

放射能検査を行ったドングリは、朝日新聞社主催の「つなごう被災地へ 緑のバトン」運動に

使われる。緑のバトン運動とは、参加協力を希望する幼稚園、小学校、中学校、高校等へドング

リを送って子どもたちに苗木に育ててもらい、育った苗木を東日本大震災の被災地へ植樹する運

動である。全国の希望する学校へ被災地で採れたドングリを送るにあたり、事前に放射能検査を

行うことで緑のバトン運動に協力した。今回検査を行ったドングリが、全国のどこかの学校で育

てられ、数年後にまたいわきの地に戻って生長していくことと思われる。 

 

    

 

 

 

  

 

検査用ドングリ受け取りのようす 検査用ドングリ 

ドングリを検査容器に移すようす NaIシンチレーション検出器で測定

しているようす 


